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問題１ 

(問題省略) 

解答 
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問題２ 

(問題省略) 

解答 
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問題３ 

(問題省略) 

解答 
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ここで、 
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問題４ 

(問題省略) 

解答 

(1) 運動方程式は 

my ky mg= − −ɺɺ ɺ  (1) 

両辺をmで割って 

y by g= − −ɺɺ ɺ  (2) 

y v=ɺ と置きなおすと 

( )dv
bv g

dt
= − +  (3) 

y

b
dv b dt

bv g
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1ln bv g bt A+ = − +  (5) 

1bt A
bv g e

− ++ = ±  (6) 

一般解は次式になる。 
btCe bv g− = +  (7) 

Cは定数である。初期条件 t=0 のとき v=0 より 
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位置は(8)を積分して求まる。 
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初期条件 t=0 のとき y=y0 より 
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空域抵抗が無い場合の運動方程式は 

my mg= −ɺɺ  (11) 

上と同様に積分して 

( )y t gt= −ɺ  (12) 
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位置の違いは(10)から(13)を引いて 
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と表される。 



問題５ 

(問題省略) 

解答 

( ) tx t eλ= とおく。 ( ) ( ) 2,t tx t e x t eλ λλ λ= =ɺ ɺɺ  である。こ

れらを問題式に代入すると、 
2
5 6 0λ λ+ + =  (15) 

これを解いて 

1 22, 3λ λ= − = −  (16) 

異なる２つの実数解が得られたため、この方程式は

過減衰である。問題式の 1次独立の解は 

( ) ( )2 3

1 2,
t tx t e x t e− −= =  (17) 

となる。よって問題式の一般解は 

( ) 2 3

1 2

t tx t B e B e− −= +  (18) 

と表される。B1および B2 は任意定数である。 


